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はじめに
これから我々が生きていく社会は,知識基盤社会である。知識基盤社会とは,「新しい知
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日本 OECD平均 日本 OECD平均 日本 OECD平均
選択肢 1.8 4.0 2.3 3.4 2.4 3.7
選択肢 (複数) 1.6 3.7 1.2 2.7 1.5 2.9
求答 5.0 7.2 4.5 6.7 4.9 6.8
短答 16.1 17.6 21.4 17.7 18.3 17.6














































日本 43.3 27.4 29.3
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数図ブロックな ど (具体物)を金魚 と見たてる。数図ブロックを動か し,5つと3つ


















































































(文部科学省 , 2012, p.102)
⑦ (式だけで説明する場合)
























































































































































(長崎ら, 2008, p.55‐56, ~下線は筆者)
ここで,クッキーの数を求める方法に対する児童の考えとして,3通りの方法が見られ
る。一つ日は,クッキーを,正方形 (5×5)と長方形 (7×5)と縦に分ける考え方である
(下線①)。 二つ日は,上の凸の部分 (5つ)を移動させ,長方形 (6×10)と変形させる



















































(長崎ら, 2008, p.26, 下線は筆者)
「7=5+1+1」は図 9のAからCへ時計回りに数を見ていくこと,「7=1+5+1」は図 10
(図9を回転させたもの)のCからBへ時計回りに数を見ていくこと, と7の分解のし

















































































































Aさん(先攻)匠夏マコ(後攻)IBくん(先攻)圧算マヨ(後攻)1匠頭≡コ銑攻)圃   (後攻)
○○○   ○○〇   |○     ○Oooo lo     ooooo
○○    |○○○○○ 〇     |○〇〇〇〇 〇
o     loo    OOOO  IOOOo  OI
OOOOO IO     OOOoo looo   o‐
〇〇〇〇〇 〇     |○○    ○○○〇 |○○○○  ○○
○     ○○○○○ |○   ○○○○○ |○○   ○○○
○         |○         |○















計算マンが 1つ.Aさんが 1つ取った ときは,計算マンが 5つハ ≫






























































































































































































































































































































































































































































































































13 : 14 : 15
20 : 21 :  22
図 3.4 見つけるきま りのかたち
班活動において,各班が見つけたきまりと,そうなる理由を考えさせ,それを「学習プ
リント①」に記入させた。
日 月 火 水 木 金 土
2 3
4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
図3.3 提示したカレンダー
51
日 月 火 水 本 金 土
1 2 3













日 月 火 水 木 金 土
1 2 3




日 月 火 水 末 金 土
2 3




日 潟 火 水 末 金 土
1 2 3








































































































































































































































日 月 火 水 木 金 土
② ① 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24














































J (教師が採点する場合)      i





ベ ス ・ベス ト3までを発表し,     :
どんなところがよかつたかを  :










方のクラスで実施した。        、
(4)アンケー ト
授業実践後に,活動を振 り返る時間を設定した。児童に記入させる振 り返リシー トの内
容は,以下のとおりである。





2014年5月12日(月) 2014有■5月 14日 しk)
6有=41観 (20`名) 1時間目 2時間目
6年3組(19名) 2日寺間目 1時間目
授業Ⅱ
2014年5月 13日 (火) 2014年5月15日(木)


















































a:「根拠」の妥当性 鮭 1) ∠ゝ+ ○ ○ △ ∠ゝ+
b:例の個数 6個 3個 3個 3個 1個





d:資料の見やすさ × ○ ○ ○ ○



























a:「根拠」の妥当性 ∠ゝ+ ∠ゝ+ ∠ヽ+ ∠ゝ+ ∠ゝ 十
b:例の個数 4個 5個 3個 3個 2個




d:資料の見やすさ × × ○ ○ ○














































































a:「根拠」の妥当性 lrL l) ○ ○ △ ○ △
b:例の個数 2個 2個 2個 2個 2個




d:資料の見やすさ × ○ ○ ○ ○



























a:「根拠」の妥当性 △ ○ ○ ○ ○
b:例の個数 2個 2個 1個 2個 1個




d:資料の見やすさ ○ ○ ○ ○ ×

























































































6-3 1 1 15 1 1
教師による採点結果 (20点満点) 10 17 13 15




6-1 1 0 14 4
6-2 8 7 2 2 0












































































































































































































崇方彰ア曇 4つ0黒い部分 を轟わせた機構 と、曹角形イの4つの黒い部
分をふわせた機職 を臨べると,どのようなことがさえます幸ヽ書下の 1 浄｀ら



























































【授業アイデ ィア例】 《中 内容・活動≫
●  2つの 説 りlを
見 比 べ て ,気付
い た こ と を 話 し
や卜う。
底辺 と高 さが 同 じ三 角 形 は,面積 が 等 しい, とい うこ とを使




説 明 で使 われ て い る考 え を理 解 で き る よ うにす る。
下の 2つの 説 明 :こ共 通 し て い る こ とは 何 で す 力、 言 葉 や 図 で 説 明 しま し ょ う。
く台 形 カキ クケの場 合 )
三角形 アイウ と三 角形 エ イウ
は,底辺 と高 さが同 じなので ,
面積が等 しくな ります。
三角形 C3Dは,これ ら2つの三
角形 :こ共通 してい ます。
三角形① と三角形② は,面積




=角形 カキ ク と三角形 ケキ ク
`ま
, 藤 辺 と高 さが 同 じなの・で,
面積 が等 t´くな ります。
1三角形Oは, これ %2つの 二
角形 に共通 してい ます。
三角形 ④ と三 角形 ⑤ は,面積
が 等 しい三角形 か ら共遁 の三 角
形⑥ をひいた ものです。
だか ら,三角形 ④ と三角形⑤
の 面 Hlt等し く な りま す 。
三角形① と三角形② の
面積が等 しい ことの説 明
三角 ′杉④ と三角 ,移Oの
面積 が等 しい こ との説 明
平行 四辺 形 ア イ ウエ の場 合 ,
三 角 形 ア イ ウ と 三 角 形 エ イ ウ
は,底辺 と高 さが 同 じな ので ,
面積が等 し´い~Cす。
台 形カキクケの場合 ,
三 角 形 カ キ ク と三 角 形 ケ キ ク








●  2つの 説 明 に
同 じ考 え が 度 わ














○ 図に色を塗るなどして,言葉の説明を図 と対応 させて解釈できるようにする。
○ 問題解決に用いられる考えの重要性を教師が意識 して指導 し,その考えを既習の内容











































九 、 ¨ ヾ 辟
=イ
Ⅱ.台形カキクケコの場合
































鰊 下 の グラフは ,





1950年の れい別人口 (男女Fll)を表 した もの で,1人ロ





(万人 ) (万人 )
下σ)資本キは, 2007年の年 1/Lヽガ1人口の表です。こズ/tをもと1こ して,2007
年の人ロ ピラ ミッ ドを作 りま しょう。
(万人 )















(さい) 500  600
(万人 )










































































100   200   300  4 0
靱 下





































































































0    100   200  3●0  
“
00   500  600
B本の年れもヽ別人口の割8
1960年1 30% 1    64%    継銀9342万人
1970年 2●% 1    69%    :務1秘372,ヘ
1980年  ,‐4% 1        67%        1,% 1滝1706カメ、
〕990キ 18% 1       70%       ::=% 1篠2361,人
2000■1 15・/・ i_^_   、 o乳笙 ………_   1 1マ% il■2693ウ`、
0         5000カ        1薇(人:
し_」14さヽ 以ヽ下L_」:5さヽ ソヽL64卜ヽヽ以■1'  :65さ'ヽスL






















































































































































(2)宣数 日数学の多様な表現が使え.それ らのよさが理鯉できる_(表現 )
①算数日数学の多様な表現が使える。
②数学的表現のよさが理解できる。




























































































一松信ほか (2012),『みんなと学ぶ 小学校算数 6年下』,学校図書

















文部科学省 (2005),「小学校算数 。中学校 。高等学校数学 指導資料―PISA2003(数学
的 リテラシー)及びTIMSS2003(算数・数学)結果の分析 と指導改善の方向―」
http://wvハ■mext.gooip/a menu/shotou/gakurvoku/sirvo/05071101/001.pdf

































































=    彎




















































































































































0'47全員 これで 5班の発表を終わ ります。
a:「三角形の式はA+B+Cで180°」「四角形の式はD+E ttF+Gで360°」と不正確な説明をし






















































































































































































































































































































































































時間 児童 発言 観′点
0' 0C: 今からこの形のきまりについて説明します。まず縦の数を























0'55C4 例えば,8, 14, 15, 16,22の場合,縦は8,15,
22で, 22の+7を, 8のひく7に持っていくとすべて






























































































































「中心の数 (n)に対し,左右斜め上下の数それぞれn-8,n-6, n+6, 二十8にな 」 とい





































































0'57C3 12を基準にすると 20,■8多くて.4'■8/J/Nない ??
ノ  
ー








































































































































































ス角 説繭 観 勁パ ル暉坤Uぜ移 れ郡 。
:    ◇これ技での授業をふ0ふえろう◇
6年(3)組(|マ)番名前( K、c
l.どの道め説明が一番わかりやすかつたですか。_( 3〕F・I  ・
2,どうしてその選の説明力｀わかりやすかつたですか。
3.説明コンテストの感惣を書いてください。(よかつたところ1難しかつたところなど)






















・  ◇これまでの授業をふりかえるう◇・..         6年(3.)組(1)番■前(

















0これアでの機築をふりかんろつ0    .









潜 名P(■K  )
( 3  112                       .
2"どうしてその班の説明がわかりやすかつたですか。
・声が範t 古ヽ,,t










杯熙雅 勒″ 霧携ぶ力〉た。勧 か｀ノクグF彙蒟(乃肩す衡ζだ
00N
・ ◇これまでの授業をふりかえろう◇       .1        6年(3・)織(31潜名前( ″、5 )■どlTTTりや1かつたせれ  ■   '
2.どうしてその班の説明がわかりやすかつた蒻 卜も
摯嶽癬襲と争麟塁製:録織聾蟷″とЬ覇斥守鞠電

































































l.どの班の説明が一番わかりやすかったですか。              ´・ ′

































.・   ◇これまでの授業をふりかえろう◇・
‐     ~   0年(3)極(0)番名前(
1.どの寵の説明が一番わかりやすかつたですか。・ ・ ( 3・IIA ‐    ・
























'    6年(3)組(う3)番名前(












































た。        … `









わっttま′っ雀。  ・ 、.
.      ◇ごれまでの喪業をお、りがえろう◇, . .
イ      6´年(午)組(`り)番名前(, k.Y
l:どの班の説明が一番わかりやすかつたてすか。


















1,どの事の説明が一番わかりゃすかったですか。   ・












1,どの颯の説明が一番わかりやすかつたですか。      .・ '(■臓
2.どうしてその理の説明がわかりやすかつたですか。
 ヽ     0これまでの授業をふりかえろう◇







1`どの班の説明が一番わかりやすかつたですか。."   { 午 〕班
2.どうしてその統の説明がわかりやすかつたですか。





鶴 こえいよ颯 贖 舗 、
0これまでの授業をふりかえろう◇



























モ 1  )班
2.どうしてその班の説明がわかりやすかつたですか。
んく尺


























1  1  〕職
2.どうしてその班の説明がわかりやすかつたですか。
。Я塩ヽ・もな観■しい 3｀・守,Tンざ.音ぃ :ヽヽヽた
°たこな,で言,｀ヽた、  ・  ・
3.説明コンテストの感懇を書いてください。(よかつたところ,難しかったところなど)















l.どの護の説明が一番わかりやすかつたですか。・1  〔 S 〕薫
2.どうしてその理め説明がわかりやすかつたですか。
闘 ま気i中 難 )くヽ >賓婚為び
















三 どの輩磁 i経番わかりや動 三ヽた選 ♯
Ж 6)鷲名lt F.R ｀ 1 5 1FI       I


















 ヽ    0これまでの授業をふりかえるう◇´
.               6年(■)組てか替名前(,
1、どの議の説明が'番わかりやすかつたですか。






1.どの議の説明が一番わかりやすかつたですか。・   【 シ  〕TE
21どうしてその議の説明がわかりやすかつたですか。














◇これまでの授業をふりかえろう◇        ‐
1  6年(午漁りЪ湯名前( ハ″麒












 ｀    ・0これまでの授業をふりかえろう0
.  0年(外 )組(29)番
1.どの減の説明が一番わかりやすかつたですか。
(  |  〕職



























.     .・・ ‐  6年(1)組( 1)蓄名前( υ4月


























,    0これまでの授業をふりかえろう◇
6年く｀ )組(3)番





11どの議の説明が一番わかりやすかったですか。ら (与 臓   .
2.どうしてその城の説明がわかりやすかつたですか。
年■り■彙卜、口t tttと茅に、ヽ1・力｀しヽく、、入と、ノ11(よリミギs
t湾り?)云「っノ` しヽえ 執じlt l _
3,説明コンテストの感態を書いてください。(よかったところ,難しかつたところなめ




























1.どの競の説明が―番わかりやすかったですか。     ' .
( 4  〕班 1
2,どうしてその議の説明がわかりやすかったですか。




































|● ま｀｀スt向`ゝ 半て t■ バ｀うい・守f守ふヽヽ きヽt,|いヽ■。
(^t、、を守 ,¨ 、にぎり、言｀摯‐`klダ、十りLマ tすヾい tれ
''`ヽ、ヒ中漱 露.(l出、T`ンt侍げ くゎスも事 .I.t ttt。■、
'               i  f&T_‐・す。
◇これまでの授業をも、りかえろう◇
6年(′ )総(ル)弩



































かち。   .   .`
3“説明ル テストの感想を碁いをくださぃ。(よかつたところ,難い つたところなり
ぢゞ聾らえt峙調を右殖〕的 1こイ支うのが 、・ヽゞヽ しヽ 三ヽ です:
◇これまでの授業をふりかえろう0・             6年( ′_)組(」′)番名前く,/―/.S








名 プ `/t 勧P郁縁 て″九
_      ◇これまでの攣業をふりかえろう◇1      6争(1)組(卸)番
.ヽどの輩の説明が…番わかりやすかつたですか。




と學■っlthら｀。 ∴    .      ・ .







ぼ 4ia、勘さン島 卜 出 マ箔ヾ 晨 tオl∵が
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■    oこれまでの授業をふりかえろう◇
 ´     . 6年(・ 1)組で27)番名前(
1.どの菫の説明が―番わかりやすかったですか。｀
   (. 4 )班                  .
2.どうしてその班の説明がわかりやすかったですか。








子｀・、 柳静トハカ｀ ウ嬌する｀、挨。 `ネιサt・しtしヽ 十の力いたん｀

































1.どの理の説明が,番わかりやすからたですか。 ｀t〔 キ  lTA
2.どうしてその議の説明がわかりやすかったですか。 ・
名賞( ■.4  )

















































3.説糠 ンテストの感想を報 てヽください。(よかつたところ,難しかつたところなわ3.説明コンテストの感想を書いてください。(よかつたところ,難しかつたところなど)菫たヽ 3したけぜ》1,,じ中=電″えたと黒うのごlI弯たさ
◇これまでの授業をふりかえろう◇
6年(Dp織(夕)替名前(

















































































｀  〔`λ 〕班





















爾賠雛 |こ Cttたとこで｀せてぃがかフた埒ヽ5てこ:ミ鰺 llk:、、空■・~{
り、Y,
M、イ
































































・    .   Vしれ ま 鮮Ч′J賃梁 |=らヽり刀 フ｀tOつ0





?嘔イじまiCり鷺 栞 なか りが え0つ0   ・
'     6年(2)組(13)番名前(( 774
1.どの職の説明が一番わかりやすかったですか。




_        6年(■
'組
(ぅ0)警名前( ル多″
1.どの班の説明が一番わがりやすかつたですか。   ′
















=ふ跳ヵ、・文PひtぅれLれ ご｀,こも0これまであ銀業を1綱 《ヨ塑わ0..       6年(2)組(34)番名前(


















































'1毎ル′古れと千ふサマ' ■ , ;´ .
